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市
民
と
市
長
の
日

L

同
月

l
H
に
れ
て
い
v

ま
す
「
市
民
と
山
長
の
日
を
、
米
け
は
郎
ん
い

ー
よ
り

7
R
3
日
以
h
l
巾

9
川
カ
ら
什i
後

4
川

ま
で
、
山
役
所

3
附
ト山
長
引
て
行
い
ま
す

農
地
問
題
相
談
日

「農
地
問
題
相
談
」を

7
川

2
白
川
午
前

8
時
初
分
か
ら
午
後

5
叫
ま
で
、

市
役
所

2
階
農
業
委
員
会
事
務
局
て
行
い
ま
す
の
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長野県と トー岡 市は、 6月 1日上日|市内 て「長野県総合防災訓純」を実施し

ました。 このII)j災訓練は大地震が発坐したと の 恕定て行われたも ので、参加

した多くの皆さんは、本番に備えて心情えを新たにし ていました (写真 一二

中前の大手町通り で行われた道路幹l)tJ訓純) 関連記事 2・3ペ ー ジ



企負傷者を救護する救護訓練
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場
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行
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に
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避
難
場
所
へ
移
動
す
る
避

難
誘
導
訓
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通
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で
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&逃げ遅れた人を上田電報電話局の屋上か

勺救出 する救助訓練
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lk
野
県
と

t
岡
市
は
、
六
月
一
日

卜
4

川
市
内
て

フヨ
ベ
町
民
主
仏

1
1ぺ
川

純
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
防
災

訓
械
は
、
防
災
思
想
を
高
め
る
と
と

も
に
闘
係
機
関
の
協
力
体
制
を
確
立

さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
、
当
日
は
約

三
卜
の
関
係
機
関
と
市
民
約
二
万
四

下
人
が
参
加
し
て
、

三
十
種
目
以
上

の
訓
練
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
は

市
内
全
域
で

「
避
難
訓
練
」
が
行
わ

れ
、
「県
の
東
部
を
中
心
に
大
地
震
が

発
生
す
る
恐
れ
あ
り
」
と
の

地
震
予

口
伝
j
n
R

♂

H
J

。E
包
て

1
-
L
ヲヨ

二、

身J
ごっ

こ

自
治
会
や
事
業
所
な
ど
て
は
多
く
の

皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
場
所

へ
避
難
し
ま
し
た
。

続
い
て

「
総
合
防
災
訓
練
」
が
「県

の
東
部
を
中
心
に
大
地
震
が
発
生
し
、

上
田
市
で
も
大
き
な
被
害
が
出
た
」

と
の
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
会
場
の
大
手
町
通
り
周
辺
で

は
、
午
前
中
、
付
近
住
民
に
よ
る
初

期
消
火
訓
練
、
上
回
電
報
電
話
局
の

fごえつー (3)一一昭和59年 6月16日 広報

屋
上
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
人
を

ロ
1
7

3

1

d

-

J

F
ヂ
工
止
U
U

↑7
7
9
士
h
川
県
、

救
護
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
な
ど
が

次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
第
二
会
場
の
千
曲
川
市

民
緑
地
公
園
で
、
千
曲
川
中
州
に
取

り
残
さ
れ
た
人
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救

出
す
る
救
出
訓
練
、
自
動
車
の
衝
突

事
故
に
よ
る
車
両
火
災
消
火
訓
練
、

堤
防
決
壊
を
防
ぐ
水
防
訓
練
、
緊
急

医
薬
品
投
下
訓
練
、
緊
急
列
車
停
止

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

、関¢

.'宅~鑓型車‘“

府有明、

制綿

ぷ 事~

企車両火災を化学消火剤で消火する車両火災消火訓練

4

司
ハ
ロ
ゲ
ン
系
消
火
剤
を
使

っ
て

の
油
火
災
消
火
訓
練

4

司
地
震
の
発
生
を
想
定
し
て
、
列

車
を
停
止
さ
せ
た
緊
急
列
車
停

止
訓
練

4逃げ

勺救

h
F

千
曲
川
の
中
州
に
取
り
残
さ
れ

た
人
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
出

す
る
救
出
訓
練
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戸第 913号

A 

上
田
市
が
、
豊
殿
地
区
の
「
市
民

の
森
公
園
」
に
建
設
し
て
い
た
全
天

候
型
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
図
面
が
先
ご

ろ
完
成
し
、
五
月
三
十
一
日
に
は
城

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
面
積
が

約
二
千
八
百
平
方
灯
あ
り
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
の
上
に
ウ
レ
タ
ン
を
塗

布
し
た
全
天
候
型
コ

l
ト
で
、
市
営

の
も
の
と
し
て
は
初
め
て
で
す
。
総

工
費
は
、
約
四
千
五
百
万
円
で
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
使
用
さ
れ
る
方

は
、
あ
ら
か
じ
め
市
民
の
森
公
園
に

あ
る
「
わ
し
ば
山
荘
」(
宮
③

0
3
6

3
)
へ
予
約
の
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
俺
用
料
は
、

一
人
二
時
間

に
つ

き
百
円
(
小
中
学
生
は
五
十
円
)

で
す
。
コ
ー
ト
を
専
用
す
る
場
介
は
、

一
面
に
つ
き
半
日
で
千
四
百
円
、
全

日
で
二
千
八
百
円
で
す
。

、喝

a
L

ス
ケ
ー
ト
場
も

市
民
の
森
八
ム
園
は
、
昭
和
四
十
七

子

〉月

I十、

t五
1 日J

¥ (fJ) 
?午
4後

t時

R 十

年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
わ

し
ば
山
荘
、
グ
ラ
ン
ド
、
シ
カ
園
、

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
り
、
年
間
三

万
人
以
上
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
市
民
の
森
公
園
を
い

っ
そ

う
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
し
よ

う
と
、
昨
年
度
か
ら
昭
和
六
十
二
年

度
ま
で
の
五
年
計
画
で
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
は
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
造
ら

れ
た
も
の
で
、
今
年
度
は
野
球
や
サ

ッ
カ
ー
な
ど
が
で
き
る
第
一
グ
ラ

ン

ド
を
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
北
側
の
山
林

を
造
成
し
て
建
設
す
る
予
定
で
す
。

面
積
は
約
一
万
二
千
平
方
口
で
、
来

年
三
月
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

第 17ラント
159年度)

、
地
区
に
あ
っ
て
は
各
支
所
)
で
受
け

ま
た
、
昭
和
五
十
九
・

六
十
年
度

の
二
年
計
画
で
、
上
小
地
方
で
は
初

め
て
の
ス
ケ
ー
ト
場
(
第
二
グ
ラ

ン

ド
)
を
建
設
し
ま
す
。
完
成
予
定
は

昭
和
六
十
年
十
一
月
で
、
面
積
約
四

千
二
百
平
方
灯
、
一
周
二
百
ド
の
川

イ
ピ
ン
グ
リ
ン
ク
と
そ
の
内
側
に
は

フ
ィ
ギ
ュ
ア
リ
ン
ク
を
設
け
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
昭
和
六
十
年
度
は
百
六

十
台
ほ
ど
が
駐
車
で
き
る
駐
車
場
も

整
備
し
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
に
は
、
チ
ビ
y

コ
広
場
と
野
外
劇
場
、
六
十
二
年
度

は
体
育
館
と
遊
歩
道
を
建
設
す
る
計

画
で
す
。

O野 6引I年1度主 1 

市民の森公園計画平面図

午
前
八
川
町
三
|
分
か
ら
ケ
伯
作

b
時
ま

、
市
吃
州
問
問
選
挙
管
理
委

H
会
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農
業

TtEω
'日r苧

フ
月
8
日
告
示
・
日
日
投
票

任
期
満
了
に
よ
る
上
田
市
農
業
委

員
会
委
員
の

一
般
選
挙
は
、
七
月
八

日
刊
に
告
示
し
、
同
十
五
日
間
に
投

票
を
行
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
市
の
区
域
を
入
選

挙
区

(
別
表
)

に
分
け
、
選
挙
区
毎

の
定
数
の
委
員
を
選
挙
し
ま
す
。
投

票
所
は
市
内
三
十
箇
所
に
設
置
し
ま

す
が
、
通
常
の
投
票
場
所
と
異
な
る

地
区
も
あ
り
ま
す
の
で
、
入
場
券
で

確
認
し
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。(
投
票
を
行
わ
な

い
場

合
は
、
入
場
券
は
郵
送
し
ま
せ
ん
)

こ
の
選
挙
の
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、

砂農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
H

に
よ
る
ほ
か
、
公
職
選
挙
法
の
一
部

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
違
反
の
な

い
正
し
い
選
挙
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

〈
投
票
で
き
る
人
(
選
挙
権
)
》

今
年
一
月
一
日
現
在
で
作
成
し
た

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」

に
載

っ
て
い
て
、
七
月
十
五
日

(
投

票
日
)
現
在
、
上
田
市
内
に
住
ん
で

い
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

だえつ一(5)一一一一 昭和59年 6月16日 広報

こ
の
名
簿
に
載

っ
て
い
な
い
人
(有

資
格
者
で
あ

っ
て
も
、

一
月
に
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請

書
を
提
出
し
な
か

っ
た
人
)
は
、
投

票
で
き
ま
せ
ん。

《
立
候
補
で
き
る
人

(
被
選
挙
権
)
V

立
候
補
で
き
る
人
は
、
昭
和
三
十

九
年
七
月
十
六
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
で
、
原
則
と
し
て
投
票
で
き
る
人

と
同
様
に

「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
に
載

っ
て
い
る
人
で
す
。

〈
選
挙
運
動
》

選
挙
運
動
は
、

立
候
補
届
出
手
続

き
を
終
え
た
後
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。
選
挙
運
動
に
対
す
る
規
制
は
、

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
農
業
委
員
の
選
挙
と
い
う
性

格
上
、

一
般
の
公
職
選
挙
に
く
ら
べ

か
な
り
緩
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

事
前
運
動
、
買
収
、
饗

応
、
戸
別
訪
問
な
ど
選
挙
の
公
正
、

社
会
秩
序
を
乱
す
よ
う
な
違
反
が
あ

れ
ば
、
当
然
処
罰
さ
れ
ま
す
。

《
立
候
補
届
出
説
明
会
》

市
民
の
森
公
園
は
、

昭
和
四
十
七

六
月
二
十
五
日
内
午
後
一
時
三
十

分
が
ら
、
市
役
所
六
階
大
会
議
室
で

立
候
補
届
出
す
町
明
会
を
静
き
ま
す
グ

で
、
立
候
補
予
定
者
は
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容
は
、
立
候
補
届
出
手

続
き
、
選
挙
運
動
の
方
法
な
ど
で
す
。

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
出

席
者
は
一

立
候
補
予
定
者
に
つ
き
二

人
以
内
と
し
ま
す
。

《
立
候
補
届
》

七
月
八
日
制
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
市
役
所
四
階
選

挙
管
理
委
員
会
(
塩
田
地
区
、

川
西

地
区
に
あ
っ
て
は
各
支
所
)
で
受
け

付
け
ま
す
。
(
公
職
選
挙
法
の
改
正
に

よ
り
産
出
跡
間
カ
告
示
日
の
一
日

の
み
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
く
れ
く

れ
も
御
留
意
く
だ
さ
い
)

《
事
前
審
査
》

届
出
事
務
が
ス

ム
ー

ス
に
進
行
す

る
よ
う
、
立
候
補
届
の
事
前
審
査
を

七
月
二
日
間
ま
で
選
挙
管
理
委
員
会

で
行
い
ま
す
。

《
不
在
者
投
票
V

不
在
者
投
票
は
、
七
月
八
日
間
か

ら
七
月
十
四
日
出
ま
で

の
問
、
毎
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま

で
、
市
役
所
四
階
選
挙
管
理
委
員
会

て
行
い
ま
す

G

こ
の
際
は
、
印
鑑
と

入
場
券
(
届
い
て
い
る
と
き
)
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た、

投
票
当
日
、
各
投
票
所
に

は
候
補
者
の
氏
名
掲
示
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
候
補
者
名
を
確
認
の
上
、

投
票
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

(宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1
・

有
線
②

0
9
0
1
)

選挙区
選 挙 区 グ〉 区 域 選定き挙委す員べ数の

の区分

上田市ーの丸、常磐城一丁目、常磐城一丁目、常磐城ニ丁

目、常磐城四丁目、常磐城五丁目、常磐減六丁目、緑が丘

一丁目、緑が丘二丁目、緑が丘三丁目、天神一丁目、天神

二丁目、天神三丁目、天神四丁目、大手一丁目、大手二了

目、 中央一丁目、中央二丁目 、中央三丁目、 中央四丁目、

中央五丁目、 中央六丁目 、中央東(住居表示実施前に大字

住吉及び古里であった区域を除く)、 中央北一丁目、中央北

第 I区 二丁目、中央北三丁目、 中央西一丁目、中央西二丁目、常国 3人

一丁目、常国二丁目 、常国三丁目、材木町一丁目 、材木町二

丁目(住居表示実施前に大字古里であった区域を除<)、常

入一丁目(住居表示実施前に大字古里であった区域を除<)、

踏入一丁目、踏入二丁目(住居表示実施前に大字国分であ

った区域を除<)及び国分一丁目(住居表示実施前に大字

国分であった区域を除<)並びに大字常入、上回(旧上回

市)、常磐城、秋和、上塩尻及ひ;下塩尻の区域

上田市踏入一丁目 (住居表示実施円1Jに大字国分であった区

第2区
域)及び国分一丁目(住居表示実施前に大字国分であった

5人
区域)並ひνに大字大屋、岩下、蒼久保、国分、芳回、林之

郷、殿城及び漆戸の区域

上田市中央束(住居表示実施円1Jに大字住吉及び古里であっ

た区域)、材木町二丁目 (住居表示実崎前に大字古里であっ

第3区 た区域)及び常入一丁目(住居表示笑施前に大字古里であ 4人

った区域)並びに大字上野、古里、上回(旧神科村)及び

住吉の区域

上回市大字小牧、諏訪形、御所、中之条、上田原、下之条、

第 4区 神焔、築地、小泉(字日向、手口合、 町小泉及び横山を|徐<)、 5人
福田及び吉田の区域

第 5区 上田市大字十人、新町、前山、手塚、山田及び聖子合の区域 2人

第6区 上田市大字本郷、五加、 中野、小島、保野、舞回、八木沢
4人及ひ:~IJ所温泉の区域

第7区 上岡市大字ii¥上山、古安曽及び下之郷の区滅 3人

1:第1.iiS区- 上小岡市大字浦野、岡、仁古田、越戸、上室灯、下室賀及び
4人泉 (m4区の小泉に属する区域を除<)の区域

11:: 数 30人

(別表)農業委員会委員一般選挙の選挙区及び定数
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11万市民の家計簿

えつ広報

市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の

財
政
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、

上
半
期
と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的

に
財
政
内
容
を
公
表
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
下
半

期

(
昭
和
五
十
八
年
卜
月

一
日
か
ら

五
十
九
年
三
月
三
十
一

日
)
の

財
政

状

出

で

す

皆

さ

ん
が
州
A

J

J

L

、-

税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
の
か
、
御
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ

る
よ
う
'b
願
い
し
ま
す

戸第913号

一般会計(下半期)収支状況 (昭和 59年 3月31日現ゐ:)

4ヰ 目 予算 現 古(1 支出済古(1 執行率

民 生 '{J( 4li.ilA，097万9千円 371意7，390万5千円
% 

91.1 

教 育 '{J( 311意9，686万l千円 27fIT9，458万l千円 87.4 

l込林水産業'{'( 261.i!:9，008万2千円 151)古2，815万8千円 56.8 

土 木 『佐 261.IT5，278万2千同 14m:7，154万6千同 55.5 

総 務 自{J/ 2li.IT 746万4千円 20低 183万6千円 95.0 

，岳''-、 '1'/ 181怠3，959万7千円 18m 513万I千円 98.1 

日調 工 't'/ 151.IT5，232万8千円 15f.i!:3，635万5千円 99 0 

j!tr 生 't'/ 101.i!:4，902万5千円 91:i!:7，215万6千円 92.7 

{自 li}j '{'I 6f.i!:J，094万9千円 51:IT9，869万3千円 98.0 

災害復 II:l {JI 5f:IT8，902万5千円 Jf:IT3，750万3千円 23.3 

'1，" 1働 'I-'i: 21M，981万7千円 21M，389万6千円 97.8 

議 dヱhス '{'I 2m2，518万円 2m2，367万7千円 99.3 

f Mii 389万円 。。。
ぷn入 2091."IT2，798万円 17Jf:"IT 743万7干問 81.7 

歳出

※農林水産業'/1(には昭和57年度事故繰越分を、土木伐には昭和57年

度総経明許資分を含む。

予 n 現釘l ~](人前官Íl 収入呼'

HL 9 li.i!: 8 ， 112万3千円 9li.芭9，77Th円
q.o 

100.2 

~ 22W5，264万8下問 151忍7，045万2千円 69.7 

1!'t 18f.IT4，710万円 31.古7，370万円 20.2 

I!i. 181意 809万3千円 1811): 809乃3千円 100.0 

:!:E 1 5m 1 ， 7 90 万6千 I~J 8 f.il: 6 ， 049 )77千円 56.7 

人 15m1，341万2千円 li.0'8，387万3千円 12.1 

ノ、花 1 3 1:;:'3 、 1 36 万 7 ~r 内 6101，728万3千円 46.4 

~t 3f.i!.1，752万l千円 31悲し752h1千円 100.0 

へ 21.0:7，422万5干l巧 21む7，114力3千円 98.9 

"/..糾 2W.4，445Ij5 f円 21.0'5，671h7千円 105.0 

似 2 f.il. 4 ，000万円 2W:4，312万8千円 101.3 

:0: 21¥)' 56h8下円 21.百 5万8千円 99.7 

，J ;t Jf.d:5，314万6干jJJ ]f.il'5， 314 IY6千円 100.0 

~ 3，283万5下円 3，235万7干円 98.5 

人1.li 1，358万l千円 1，358h1千円 100.0 

209m2， 798 Ij円 160f.i!9，9317j9下jJJ 76.9 

負j11金には昭和57年度予占抑止趣分を、繰健全には昭和
， ;Î'{~ 分 を含も

(昭和 59年 3月31日現花一)公営企業会計(下半期)収支状況
資本的収支

水

463万l千円

7f'8: 637万3千円

257万6千円

5f.rr:9，037万7千円

収入済額

支出済古([

257万6千円

51意8，404万7千円

625万3千円

7 f.~ I ， 256万3千円

古n

事n

~: 

.n 

予

予

業

業

名

業

業

名

事

'1"; 

業

業

|淀

入

l蓋

院

出

道

企

産

71く

企

産

支

収益的 収支

+ ~. dil 

2frr.2，841万7千円
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費生民
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費

一(7)・一一一昭和59年 6月16日 広報

教育費 土木
.，wf: 

..，~""' 

小牧川辺町線の新設、城南

公園の整備(=写真)などに力

が注がれました。

南小学校の建設、 上田市文

化セ ンターの建設(=写真)な

どにカヵ、注がれました。

収

l 企

← 

| 産 l

| 水j

特別会計(下半期)収支状秒

~二A 五十 名 予知制 支出済制 、1fヰ
一国民健康保!被 ')';Jt; 32GB，130万5千円 27f.~3 ， 886万7千円 84.8 

交通災害共済':1';業 3，012万5千円 2，899万7千円 96 3 

一
|資古l刷金l地等区l't住付宅 !新J';築%; 4f芯1，698万2千円 3m6，156万8千悶 86，7 

一土地取得 が 業 2f.ll'8，000万円 Iml，340万7千円 40.5 

一公共下水道 '1¥業 13m7，7417'j2千円 10f.ll'8，397万8千円 78.7 

一.t人 f~ 陛 下 業 30ml，030万4千円 27 f:ll' 8 ， 298h5千円 92，4 

一福祉事業セノタ一 事業 lflB，996万円 If意3，355万5T円 95.4 

一塩田街線放送1E話事業 4，207万2千円 3，881 万2千円 92.3 

一£口λ 品十 85 fll' 2 ，822万円 72f!I8，216万9千円 I 85，4 
E 

会 計 名 予 n:古ii 収入前官il

国民 健 康保 |検 事 業 32f.iJ3，130万5千円 30(.i!:3， 512万7f-円

交 通 災 害 共 済 事 業 3，012万5千円 3，014万5千円

同資制全l地士写区lT1ift:j 主新F築業 4ml，698万2千円 Jf.ll'5，444万8T円

土地取得 ・)';業 2 (.i!:8 ，000万円 3(.i!: 32万2千円

公共下水道 ・|干lt 13f.ll'7，747万2千円 6f.¥l':I，740万3千円

老人保陛下業 30ml，030万4千円 25 f:i!: 6 ， 742万6下円

福祉事業センタ-'1';業 1 PJ3， 996万円 lf:i!:3，360乃2千円

I孟回有tJilJ.氏i忌屯訴'1';ま; 4，207万2千円 3，894万8千問

£口込 85 f'il: 2 ，822万円 68m7，742万l千円

入

出

歳

歳

-積立金 -有価証券

市
12億4，909万

有 789万4，215円9，460円

財
産

-土 I也 の -建 物

状
144万5，575m' j兄 24万89m2

和昭

59 
年

-山 手本 月3 
-住 宅

31 
日

1，691万5，321m' 
現在

敷地 23万781m' 

建物 5万6，699m2

(H白相59年3tl31 fJ ~!l1 

|川コ

(日目制59年3)'131 d ~見 11債務負担行為

実

債務負担議決額

古H

借入現 {t'尚

一時借入金

1"U 負

(昭和59年3月31日現イ1:)

区 う〉 一 般会計 特別会計 ぷ'"入

昭和58年 9)j未収イl 135m: 511万1千円 57m7，296万8千円 192憶7，807万9千円

II{{ 千llf!f15千1815Zド91匂ま0で131のJ11 141 111 カlへl州" 31.古7，370万円 1 f!J5， 000万円 5 f.IT. 2 ， 370万円

11ffi4iF「lti 5千l8i5f191f圭10}3rld}l1Bf4it、'iか'iUl Aら" 4 f.¥! 9 ， 620万9千円 8，430万l千円 51意8，051万円

差 づ | 現(， "::1 1 331~. 8 ， 260万2千円 58f.IT.3，866万7千円 1921!昔、2，126万9千円

地方債現在高



だ 昭和59年 6J-J16R一一一一(8)ー

-之;..c:

nf，司市民の森公園で植樹祭
噂-..;で判 、

市民の森公園では、 5月14日に約150人が参加して、上

~ø 田市附封祭が行われました。今回は、豊殿小学校の 6年

わ /弓き窓 生約90人も特別に参加して、 3.000本のヒノキを 1へクタ

f烹子一 ールの市有林に植樹しました。

柏
崎
か
ら
サ
マ

l
ギ
ャ
ル

V

新
潟
県
柏
崎
市
の
観
光
宣
伝
隊
が
、

6
月

3
日
海
野
町
通
り
の
日
曜
広
場
を
訪
れ
、
「
今

年
の
夏
は
柏
崎
の
海
へ
」
と
同
市
の

P
R
を

し
ま
し
た
。
宣
伝
隊
に
は
サ
マ
ー
キ
ャ
ル

叩

人
も
お
り
、
道
行
く
人
に
生
わ
か
め
と
観
光

パ
ン
フ
レ

y
ト
を
配
り
ま
し
た
。

えつ広報_~ 913号

し1

齢者学園の入学式
主齢者学園の入学式が、 6月 8日老人福祉センターで聞かれま

つ学園は、昭和56年 に市が独自に開設したもので、今年は一般

)2人、専攻科(同学園の卒業生が対象)に98人が入学しました。

来年 3月まで毎月 2回ほど聞かれ、 一般教養やスポーツ 、 ク

などを学ぶことになっています。

.r 
上回

した。

教養手l
同学協|

ラフγ
す
く
、
初
潮
の
前
後
一

i
二
年
に
多
く

コ
」
了

-
h
p
-

、
-

3

て

ez
f
J
-
1
1
1

‘

も
の
を
大
切
に

焼却炉が泣いています

の水分はよく切ってから
例年、夏場になると台所から出る聖子菜くず、残飯などに水分か一多く

含まれ、ゴミの収集運搬及び焼却処分に支障をきたしています。次の

ことを必ず守って ください。

①ゴミを出す時は、水分をよく切ってください。

②可燃ゴミの中に不可燃ゴミを入れないでください。

③定められた日に定められた場所へ出してください。

ゴミ
L、
。
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関係が;;:ぃ

他の病気と

口
の
中
の
粘
膜
の
う
ち
、
歯
の
植

わ
っ
て
い
る
骨
を
お
お
っ
て
い
る
部

分
を
歯
肉
と
呼
び
、
こ
の
歯
肉
の
炎

症
を
歯
肉
炎
と
い
い
ま
す
。
歯
の
な

い
歯
肉
に
は
、
歯
肉
炎
は
ほ
と
ん
ど

起
こ
ら
な
い
の
で
、
歯
の
存
在
と
歯

肉
炎
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
歯
肉
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏

症
、
糖
尿
病
、
血
液
疾
患
、
結
核
、

薬
物
中
毒
な
ど
の
全
身
疾
患
の
症
状

が
早
期
に
現
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
ら
病
気
の
診
断
上
た
い
へ
ん
重

要
な
部
位
で
も
あ
り
ま
す
。

だえつ報広同
月年一

…
歯
舵
歯
石
が
原
因
…

同
歯
肉
炎
の
種
類
は
多
い
の
で
す
が
、

一

最
も
普
通
に
み
ら
れ
る
の
が
単
純
性

肉炎
~ 

凶
歯
肉
炎
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
自
覚

症
状
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
、
軽
い
出

血
や
多
少
の
は
れ
が
あ
る
程
度
で
す
。

口
の
中
の
清
掃
不
良
が
原
因
と
な
り
、

歯
垢
、
歯
石
の
刺
激
に
よ
り
発
生
し

ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
直
さ
な
い
と

や
が
て
歯
槽
駅
漏
に
進
む
と
い
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
清
掃
状
態
の
悪
い
幼

児
や
学
童
に
も
、
し
ば
し
ば
み
ら
れ

ま
す
。
治
療
法
は
、
口
の
中
の
清
掃

が
第
一
で
、
正
し
い
歯
み
が
き
を
し

て
歯
石
を
取
り
、
悪
い

刺
激
物
を
取

り
去
る
こ
と
で
ほ
と
ん
ど
直
り
ま
す
。

思
春
期
の
女
性
に
も

思
春
期
の
女
性
の
二
五
1
三

O
%

程
度
に
み
ら
れ
る
思
春
期
性
歯
肉
炎

は、

歯
肉
が
赤
く
は
れ
て
出
血
し
ゃ

す
く
、
初
潮
の
前
後
一

i
二
年
に
多
〈

坦
二
)
主

F
。
ィ
辻
涙
生
直
肉
一
灸
立
、

妊
婦
の
約
四

O
%
に
発
生
す
る
歯
肉

炎
で
、
一
部
の
歯
肉
が
き
の
こ
状
に

増
大
し
た
り
す
る
こ
と
も
ま
れ
に
は

み
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
お
産
が
終

わ
れ
ば
直
り
ま
す
。

一
ビ
タ
ミ
ン
C
の
欠
乏

抗
て
ん
か
ん
剤
を
長
い
間
飲
ん
だ

場
合
に
は
、
歯
肉
が
全
般
に
盛
り
上

が
る
よ
う
に
肥
大
す
る
こ
と
が
あ
り
、

薬
を
や
め
れ
ば
直
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

急
性
壊
死
性
漬
高
性
歯
肉
炎
と
い
う

長
い
名
前
の
歯
肉
炎
は
、
全
身
の
発

熱
と
と
も
に
口
の
中
の
激
痛
や
出
血
、

口
臭
、
歯
肉
の
た
だ
れ
な
ど
を
と
も

な
っ
て
、
食
事
も
不
可
能
に
近
く
な

り
ま
す
が
、
適
切
な
処
置
を
す
れ
ば

重
症
で
な
い
限
り
一
週
間
ほ
ど
で
進

行
が
止
ま
り
ま
す
。

そ
の
他
、
ビ
タ
ミ
ン

C
の
欠
乏
に

よ
っ
て
起
こ
る
壊
血
病
性
歯
肉
炎
、

血
液
疾
患
の
白
血
病
性
歯
肉
炎
な
ど

は
、
歯
肉
の
は
れ
、
口
臭
、
出
血
し

や
す
い
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す

が
、
特
に
白
血
病
の
歯
肉
の
出
血
は

止
ま
り
に
く
く
注
意
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

も
の
を
大
切
に
・・・

有
月

EE5髭
惇
載

市
で
は
、
市
民
の
皆
き
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を

n
不
用

品
登
録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す

が
、
紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品

登
録
者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、

取
り
引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く

だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課

へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い。

p

活

す

一
生
~
ま

一
ι和
巾

一
以
地
吋

ま
ゴ
負

一
町
一
略
目

、
気ヨ章一

H

物

J

品

f

は

い
川
て

J

q

J

、

引

線

引

引
嶋
一
」

;

ー

つ

印

刷

ノ
F

河
川
m
h
u
ハ九一

，
Y
M
H
ル
き

物
ぼ
プ
だ

品
係
ラ
く

い
活
ト
承

た
生
め
了

り
課
後
御

ず
境
介
で

ゆ
環
紹
の

0

0

 

ゆず ります 〈希望価格〉 ゆずってく ださい

電気こたつ 5，000円 ゆりかご

電気毛布 2，000円 三輪車

カセ y トテープレコーター 10，000円 すべり台

乾燥機 30，000円 ベビーカー

マットレス 2，000円 ベ ヒーベッド

都市7Jスフロー式 3，000円 ジューサー ミキサー

ガス台 10，000円 カラーテレビ

目覚し時計 1，000円 折りたたみいす

流し台 30，000円 三面鏡

フード 20，000円 ウス

コンロ 7，000円 キネ

じゅうたん 6公用 7，000円

テーブル付ローチェアー 1，000円 スキー一式靴18cm

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 卓E求合

どんな ものでも登録 しましょう。 白黒写兵用引伸機

( 6月7日現在)
不用品登録情報 (主なもの)
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お知らせ
「
海
の
家
」
の
御
利
用
を

えつ

7
・
8
月
(
〈
口
浜
と
能
生
に

広報

生
活
環
境
課
生
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

ー第913号

毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の

「
上
田
市
海
の
家
」
を
今
年
も
七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
、
谷

浜
海
岸
と
能
生
浜
海
岸
に
開
設
し
ま

す
。
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸
H
H
旅
館
「
飯
田
屋
」

新
潟
県
上
越
市
長
浜
一
三
五

北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
択
前

宮

0
2
5
5
⑮
2
l
o
-
-
2

ヴ

t
r
D
n
i

ぐ
能
生
浜
中海
岸
1
民
宿
「か
な
は
ち
」

6月3目、沼野町会館では「醤の健康相

談」 ガ開かれました。今年は「食べる楽し

みいつまでもJ をテーマに、歯の相談コー

ナ一、正しい歯のみがき万コーナーなどガ

設けられ、大勢の親子連れでにぎわいまし

だ。

新
潟
県
西
頚
城
郡
能
生
町

北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
パ
ス
で

約
五
分

宮

0
2
5
5
6
⑥
2
3
1
6

〈
申
込
方
法
〉

電
話
で
直
接
、
海
の
家
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。
日
帰
り
で
利
用
す
る
場

合
も
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
(
例
年
、

七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て

は
利
用
者
が
集
中
し
ま
す
。
な
る
べ

く
こ
の
期
間
を
避
け
て
計
画
す
る
こ

と
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か

)
な
お
、
予
約
取
り
消
し
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
「
海
の
家
」
に
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

、d

R
!

』
押
品
川
リ
司
づ
与

7
ヨリ

別
表
の
と
お
り
で
す
r

宿
泊
さ
れ

る
皆
さ
ん
で
、
こ
の
時
間
以
外
に
利

用
さ
れ
る
方
は
、
部
屋
を
専
用
で
き

入
居
決
定
し
ま
す
。

O

ほ
か
の
団
地
内
補
充
入
居
募
集
は

ま
せ
ん
。
旅
館
の
指
示
に
従

っ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
超
過
時
間
に
つ
い
て
は
、

割
り
増
し
料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
御
承
知
く
だ
さ
い
。

「j毎の家」料金及び利用時間

手IJ 用 料 金 利用時間

宿泊
小人 3，700円 午後 1時

( 2食付)
大人 4，000円

翌 日午前10時
飯田屋

日帰り
小人 600円 午前10時

(食事なし1
大人 800同

午後4時

午後 1時宿泊
大人 3，900円 小人 3，600円

翌 日午後 211寺( 2食付 )

かなはち
午前10時日帰り

大 人 800円 小人 600同
午後4時(食白1>なし 1

....... ー

E
r
-
J
e
h
a
幸一

-a

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

青
少
年
の
国
際
相
互
交
流
を
推
進

請
書
」
も
提
出
し
て
く
だ
き
い

し
て
い
る

「世
界
青
少
年
交
流
協
会
」

お
よ
び

「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」

の
招
き
に
よ
り
、
こ
の
夏
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
青
年
二
十
三
名
が
上
田
市
を
訪

れ
ま
す
。「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」

で
は
、
こ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
青
年
の

受
け
入
れ
民
泊
家
庭
を
次

の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

訪
問
予
定
日
:
・
八
月
二
十
日
川
か
ら

二
十
三
日
閥
、
三
泊
四
日

民
泊
家
庭
募
集
数
:・
二
十
三
家
庭
(多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
)

申
込
先
・・・
青
少
年
課

出
版
し
ま
す

上
田
保
健
所
内
上
小
食
品
衛
生

協
会
宮
⑫

5
6
6
7

市
役
所
保
健
予
防
課

宮
⑫

4
1
0
0
内
線

2
8
9

キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
事
故
予
防

の
一

環
と
し
て
、
上
小
食
品
衛
生
協

会
で
は
、
上
小
地
方
の
各
市
町
村
な

ど
の
協
力
で

「
キ
ノ
コ
の
す

べ
て
」

を

H
M
し
ま
す
。

h
w
寸
は
上
パ

d

地
ん
r
H
1
、
え
る

キ
ノ

コ
二
百
二
十
四
陸
相
刷
へ
車
?
守
ノ

コ
十
九
種
煩
)
を
カ
ラ
|
収
録
し
た

も
の
で
、
な
か
に
は
図
鑑
な
ど
に
載

っ
て
い
な
い
上
小
地
方
独
特
の
キ
ノ

コ
六
種
類
も
載

っ
て
い
ま
す
。
七
月

下
旬
に
発
刊
予
定
で
、
現
在
、
同
冊

子
の
予
約
受
付
中
で
す
。
御
希
望
の

皆
き
ん
は
、
自
治
会
長
(衛
生
部
長
)

さ
ん
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

一
冊
千
円
で
す
。

ー
上
田
市
勤
労
者
互
助
会

l

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
ま
す

上
田
市
勤
労
者
互
助
会

(
市
役
所
労
政
課
内
)

宮
⑫

4
1
0
0
内
線

6
0
5

上
田
市
勤
労
者
互
助
会
で
は
、
健

康
の
増
進
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
は

か
る
た
め
、
次
に
よ
り
初
の
ソ
フ

ト

ボ
ー
ル
大
会
を
計
画
し
ま
し
た。

大

勢
の
皆
さ
ん
が
職
場
ぐ
る
み
て
御
参

加
く
だ
さ
い
。

と

き

:
・
七
月

一
日
川
午
前
八
時
間

十
分
集
合

と
ニ
ろ
・
:
上
堀
の
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド

(千
曲
川
市
民
緑
地
公
園
)

参
加
方
法
・
・
・
上
岡
市
勤
労
者
庄
助
会

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

持
ち
物
・
:
昼
食
と
グ

ロ
ー
ブ
の
あ
る

方
は
御
持
参
く
だ
さ
い

1> 
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民
宿
「
か
な
は
ち
」

第 913号、

市
営
住
ゆ。

補
充
入
居
者
を
募
集

管
理
楳
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
5

有
線
②
0
7
3
1

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
御
希
望
の

皆
さ
ん
は
六
月
二
十
日
附
か
ら
六
月

三
十
日
出
ま
で
に
管
理
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
・
:
内
堀
・
別
所
・
岡
団
地

家
賃
・
:
千
円
か
ら
二
千
四
百
円

入
居
資
格
・
・
・

0
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
先
が

あ
る
人
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る

人
O
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
あ
る
人

O
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
六
十
歳
(
女

性
に
つ
い
て
は
五
十
歳
)
以
上
の

人
な
ど
、
そ
の
他
特
定
の
人

O
収
入
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
に
該

当
す
る
人
(
例
、
え
ば
給
与
所
得
者

で
扶
養
一
人
の
場
合
、
第
二
種
住

宅
は
年
収
二
百
十
四
万
三
千
九
百

九
十
九
円
以
下
)

そ
の
他
・
・
・

O
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

だえつ一(11)一一一一昭和59年 6月16日 広報

抽
選
で

部
屋
を
専
用
で
き

用 ξ
さをl 別
れ ふ 表

る ノグ〉

方 ' と
はお

て
す

入
居
決
定
し
ま
す
。

O

ほ
か
の
団
地
の
補
充
入
居
募
集
は
、

λ
月
h
b
階
美
施
し
ま
す

下
水
道
・
賦
課
対
象
区
域

受
益
者
申
告
書
の

提
出
は
お
早
め
に

下
水
道
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
5
7

こ
の
四
月
、
市
で
は
公
共
下
水
道

第
三
期
工
事
区
域
の
う
ち
、
昭
和
五

十
九
年
度
の
受
益
者
負
担
金
賦
課
対

象
区
域
を
公
示
し
ま
し
た
が
、
こ
の

区
域
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

す
で
に
「
受
益
者
申
告
書
」
を
お
送

り
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
申
告
書
の

締
め
切
り
は
、
六
月
三
十
自
由
で
す

の
で
、
ま
だ
申
告
書
を
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
提
出
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

受
益
者
申
告
書
と
一
緒
に
「
徴
収

猶
予
申
請
書
」
「
減
免
申
請
書
」
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
土

地
の
利
用
状
況
に
よ
り
、
徴
収
猶
予

ま
た
は
減
免
の
措
置
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
に
お
送

り
し
て
あ
る
説
明
書
を
よ
く
お
読
み

い
た
だ
き
、
該
当
き
れ
る
土
地
が
あ

り
ま
し
た
ら
「
徴
収
猶
予
・
減
免
申

青
少
年
の
国
際
相
互
交
流
を
推
進

小
地
方
に
生
え
る

い
ι
手

T
作恥

F

J

吾長一

コ
十
九
種
類
)
を
カ
ラ
!
収
録
し
た

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
:
・
昼
食
と
ク
ロ
|
フ
の
あ
る

方
は
御
持
参
く
だ
さ
い

内

請
書
」
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

6
月
は犬

害
防
止
月
間

上
田
保
健
所
食
品
衛
生
課

宮
⑮
1
2
6
0
内
線

2
4
0

市
役
所
生
活
環
境
課

告
(
⑫

4
1
0
0
内
線

3
0
2

六
月
は
犬
害
防
止
月
間
で
す
。
こ

れ
は
、
犬
の
危
害
事
故
の
防
止
、
公

害
衛
生
の
向
上
と
社
会
生
活
の
安
全

を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
月
間
中
、
保
健
所
、
市
町
村
、

獣
医
師
会
、
犬
害
防
止
対
策
協
議
会

な
ど
で
は
、
犬
の

正
し
い
飼
い
方
の

指
導
、
野
犬
捕
獲
の
強
化
、
犬
の
放

し
飼
い
に
つ
い
て
指
導
と
取
り
締
ま

り
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

犬
の
避
妊
や
去
勢
手
術
を
希
望
す

る
飼
い
主
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
月
間

中
、
特
別
料
金
で
扱

っ
て
い
ま
す
の

で
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
市
役
所
ま

た
は
保
健
所
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

生
後
三
か
月
を
過
ぎ
た
犬
は
、
毎

年
一
回
登
録
し
、
年
二
回
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
も
し
、
犬
が
人
を
か
ん
だ
と
き

は
、
保
健
所
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

ザ船舶伊都午伊都船舶eおぬ今吋

j回盤面' j
j 市県民税第 1其ij
i 今月の納税は、 市県民税第 1明 ! 
と です。 r
5 税金は、納期内に納入されま 7 1 
5 ょう御協力ください。今月の納期 ! j 限は 6…です l 

〈収税課宮⑫4100内線241・有線②0691> ~ 

j 酬で築してしこう ; 

明るい社会 b

~ (市内中学生納税標語入選作品) { 

弘ミ船舶朝午<%‘εおも船舶相船舶<%叩J

ア月の乳幼児健康診査
。受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

。母子健康手帳と パスタ オル (4・10か月児)、ハブラシ

( 1歳 6か月児)をお持ちください。

ぷZ当ミh 場 健診 実施日 対 象 児

4か月児
7月 3日 59年 2月16日 - 2月29日生

7月17日 59年 3月 1日 - 3月15日生

10か月児
7月4日 58年 8月16日 - 8月31日生

上田市保健セ ンター 7月19日 58年 9月 1日 - 9月15日生
(市役所南庁舎2階)

7月 5日 57年12月16日 - 12月31日生
l歳6か月児

7月25日 58年 1月 1日 - 1月15日生

3 歳児
7月6日 56年 6月 1日 - 6月15日生

7月27日 56年 6月16日 - 6月30日生

4か月児
7月10日

59年 2月16日 - 3月15日生

塩田母子健康センター 10か月児 58年 8月16日 - 9月15日生
(溢団地区) 1歳6か月児 7月24日 57年11月16日-58年 1月15日生

3 歳児

4か月児 59年 2月16日 - 3月15日生

川西社会福祉センター 10か月児 7月11日 58年 8月16日 - 9月15日生
{川西地区)

l歳6か月児 57年12月16日-58年 1月15日生

3 歳児

※赤ちゃん手帳を御利用ください。
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ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、
左
表
の
各
会

場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

①
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
五

十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
、
四
歳
未
満
で

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
一
回

も
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

②
四
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
で
、
前
回

の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
で
は

陰
性
と
判
定
さ
れ
た
が

B
C
G
接

種
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん
(
た

B
C
G
予
防
接
種

保
健
予
防
課
保
健
係

E
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②

0
7
2
1

結
核
予
防
法
に
よ
る
「
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
」
と
「

B
C
G
予
防

接
種
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ツベルタリン反応検査、判定・BCG接種目程表

え

[)z 

つ広報

山
UI
 

象対

ー第913号

だ
し
、
四
歳
以
上
で
未
接
種
の
お

子
さ
ん
は
、
小
学
校
一
年
生
の
と

き
学
校
で
実
施
し
ま
す
)

〈
持
ち
物
〉

問
診
票
(
記
入
し
て

)
、
母
子
健
康
手

帳
〈
接
種
方
法
〉

マ
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
:
・
右
手

に
接
種
し
ま
す
。
以
前
に
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
を
受
け
た
お
子
さ
ん
は
、

左
手
で
す
。

マ
B
C
G
・-
-
今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

月月

日円

(村けが

7 t 7 
月IFJ

(刈 I(1、l

月月

日
※時間(~

h
H
H
 

1
4
 

R
円

ロす

判
定
結
果
が
陰
性
の
お
子
さ
ん
に

接
種
し
ま
す
。

〈
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
お
子
さ
ん
〉

①
著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
人

②
有
熱
、
ま
た
は
重
症
患
者

③
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
患
者

④
副
じ
ん
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
使
用
者

⑤
結
核
そ
の
他
疾
病
の
予
防
接
種
、

外
傷
な
ど
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
が
認

め
ら
れ
る
人

⑥
医
師
に
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
ら
れ
た
人

〈
そ
の
他
〉

①
今
回
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

の
結
果
、
陽
性

・
疑
陽
性
者
に
は

再
検
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

者
は
七
月
三
十
一
日
に
再
び
ツ
ベ

ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
お
受
け
く

だ
さ
い
。

②
日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
た
お

子
さ
ん
は
、
二
週
間
を
経
過
し
て

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

③

B
C
G
予
防
接
間
を
受
け
た
お

F

さ
ん
は
、
一
か
片
問
ほ
か
の
予
防

接
楠
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
問
診
票
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月

一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
は
い
亦
ち
ゃ
ん
手
帳
に
綴

リ
込
ん
で
あ
り
ま
す

の
で
、

切
り

市山川

lL♂

J
ト

1
f

ナ
ゐ

i

，F

他
の
お
子
さ
ん
の
問
診
票
は
、
会

場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

⑤
今
年
度
か
ら
個
人
通
知
が
行
き
ま

せ
ん
の
で
、
こ
の
広
報
を
よ
く
御

覧
に
な
っ
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

ー
簡
保
・
年
金
資
金

1

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集

郵
政
省
で
は
、
次
の
と
お
り
「
簡

保
・
年
金
資
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
内

内
容
・
:
簡
易
保
険
・
年
金
資
金
融

資
施
設
を
題
材
と
し
た
明
る
い
作

品
(
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
)

作
品
の
大
き
さ
:
・
カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト

四
つ
切
り
、
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
三

十
五
ミ
リ
以
上
、
白
黒
四
つ
切
り

応
募
点
数
・
:
カ
ラ

l
、
白
黒
の
部
そ

れ
ぞ
れ
五
点
以
内

(
組
写
真
は
一

組
三
点
以
内
)

応
募
期
限
:
・
七
月
三
卜

一
一白川

応
募
方
法
・
:
作
品
の
両
題
、
施
設
夕
刊

と
所
作
地
、
あ
な
た
の
佐
川
と
氏

名
を
、
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ト
は
そ
の

マ
ウ
ン
ト
に
記
入
、
カ
ラ

l
プ
リ

ン
ト
お
よ
び
白
黒
は
作
品
の
炎
耐

に
応
手
県
と
し
て
は
て
く
た
き

お
問
い
合
わ
せ
・
:
お
近
く
の
配
使
旬

4 
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